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町長就任あいさつ

　

今
回
の
町
長
選
挙
（
７
月
30
日
告
示
）
に
お

き
ま
し
て
は
、
４
期
目
当
選
の
栄
を
い
た
だ
き
、

こ
こ
に
改
め
て
町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
連
続
の
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
背
景
に
は
「
熊
本
地
震
そ
し
て
豪
雨
災
害

か
ら
の
完
全
復
旧
と
創
造
的
復
興
を
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
よ
」
と
の
町
民
の
皆

様
の
思
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
初

心
を
忘
れ
ず
引
き
続
き
町
政
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
12
年
前
の
初
当
選
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
一
貫
し
て
、「
甲
佐
町
の
再
生
と
町
政
の
安

定
」
を
政
治
信
条
と
し
て
町
政
運
営
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
そ
う
し

た
町
の
姿
勢
が
国
や
県
と
の
強
い
信
頼
関
係
に

も
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
従
前
か
ら
の

多
く
の
町
の
課
題
や
懸
案
事
項
を
解
決
に
導
く

こ
と
が
で
き
た
例
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
前
期
の
３
期
目
は
、
い
よ
い

よ
地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各

施
策
を
現
実
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
矢
先
の
出
来
事
が
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
熊
本
地
震
で
あ
り
、
そ
の
後

の
豪
雨
災
害
で
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
総

合
戦
略
の
各
事
業
は
一
旦
延
伸
し
て
で
も
、
先

ず
は
震
災
か
ら
の
復
旧
を
い
か
に
し
て
早
く
進

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
全
精
力
を
費
や
し
た
４

年
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

震
災
発
生
後
、
最
大
で
１
，
８
０
０
人
の
住

民
の
方
々
が
指
定
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
中
で
、
発
災
直
後
の
初
動
対
応
か
ら

今
日
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
応
業
務
に
つ

い
て
、
過
度
の
混
乱
も
な
く
実
施
で
き
た
の
も
、

町
民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

は
も
と
よ
り
町
内
外
の
多
く
の
関
係
機
関
の
ご

支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
職
員
一
同
感
謝
に

絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
災
害
復
旧
工
事
も
80
㌫
以
上
が
完

成
し
、
ま
た
災
害
公
営
住
宅
も
52
戸
全
て
が
完

成
し
て
入
居
も
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
28
世
帯
に
つ
い
て
は
仮
設
住
宅
で
の
不
自

由
な
生
活
が
続
い
て
い
る
現
状
に
も
鑑
み
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
は
復
旧
期

か
ら
復
興
期
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
年
度
と
な

り
ま
す
。
震
災
に
よ
り
延
伸
し
て
き
た
総
合
戦

略
の
各
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
は
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
が
役
場
東
側
に
整
備
す
る
「
住
ま

い
の
復
興
拠
点
施
設
」
で
す
。
こ
こ
に
は
災
害

公
営
住
宅
と
子
育
て
支
援
住
宅
を
併
設
し
、
そ

の
中
間
エ
リ
ア
に
は
防
災
公
園
を
整
備
し
年
内

で
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
田
口
橋
の
改
修
で
す
。
昭
和
の

時
代
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
田
口
橋
の
改

修
が
こ
の
８
月
に
完
成
し
、
先
日
無
事
開
通
式

も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
県

と
の
協
議
を
重
ね
、
緑
川
右
岸
側
の
平
面
交
差

点
改
良
に
繋
げ
な
が
ら
沿
線
の
開
発
に
も
弾
み

を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
安
津
橋
総
合
運
動
公
園
の
整
備

で
す
。
今
年
度
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
有
す
る
サ
ッ

カ
ー
場
２
面
が
間
も
な
く
完
成
し
、
こ
の
秋
に

は
一
部
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
野
球
場
な
ど
残
り
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
も
今
期
４
年
間
の
中
で
す
べ
て
を
完

成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
事
業
は
震
災
か
ら
の
創
造
的

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
早
期
完
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
も
含
め
て

今
回
も
①
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
②

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
③
健
康
と
人
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
、
④
協
働
で
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
、
以
上
の
４
本
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
柱

の
下
に
具
体
的
施
策
と
し
て
「
創
生
・
復
興
か

ら
復
幸
へ
・
次
世
代
へ
残
す
輝
く
郷
づ
く
り
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
34
項
目
の
政
策
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
に
は
、
議
員
各
位
か
ら
ご
提

言
い
た
だ
い
た
施
策
や
町
職
員
か
ら
の
政
策
提

案
な
ど
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

そ
れ
ら
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
な
お
一
層
努

力
し
な
が
ら
、
諸
施
策
の
実
現
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
震
災
か
ら
１
日
も
早
い

「
完
全
復
旧
」
を
果
た
し
、「
創
生
を
見
据
え
た

復
興
」
を
確
実
に
実
行
し
な
が
ら
、
震
災
前
以

上
に
甲
佐
町
に
住
み
続
け
る
こ
と
の
「
幸
せ

感
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
に
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

改
め
て
再
度
４
年
間
、
町
政
を
担
う
と
い
う

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
引
き
続
き

強
い
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
町
政
運
営
に
臨
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

４
期
目
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

創
生
を
見
据
え
た
復
興
を
復
幸
へ
　

　
　
次
世
代
へ
残
す
輝
く
郷
づ
く
り
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町長就任あいさつ

① 震災復興計画に掲げた復旧事業の完遂と創造的復興の早

期実現

② 広域的道路ネットワーク構築による土地利用の活性化

　 （特に田口橋については架替後の創造的復興として平面

交差改良を実施し沿線地域の開発へ。町道は道路整備

５ヶ年計画により計画的に整備）

③ 安津橋総合運動公園（仮称）の整備による健康づくりの

推進と交流人口増へ（令和４年度完成をめざす）

④ 企業誘致の受皿づくり（工業団地の開発と民地データ

ベース化）と若者の定住、雇用拡大に向けた企業誘致の

推進

⑤地元購買力強化に向けた各種施策の実施

⑥中山間整備事業（第３期）による農業基盤の整備推進

⑦農業振興に向けた各種支援の拡充

⑧ 新たな定住促進に向けた「空き家」の活用と指定管理者

制度を活用した体験交流施設の運営（西村資料館等）

⑨県内スポーツチームとの連携による町の活性化

次世代へ残す輝く郷づくり
～34項目の政策目標～

① 国土強靭化地域計画策定と防災・減災（内水対策等）各

種施策の実現

②住まいの復興拠点施設の整備（防災公園）

③ 自主防災組織率100％化と併せて防災士配置のための支

援

④防犯灯整備５ヶ年計画に沿った計画的整備

⑤ 小型合併浄化槽普及率向上（５年後の普及率を75％）に

向けた新たな公費支援（放流ポンプ等）

⑥ 新総合ハザードマップ（Ｌ２）の作成と活用・指定避難

所の拡充に向けた施設の改善（宮内地区）

⑦災害に強い住民への情報伝達・共有システムの構築

⑧消防団員確保へ各種施策の拡充

⑨ 龍野地区（六谷）水道施設改修・宮内地区（小鹿・入江）

の水道整備と併せた水道問題の完全解決並びに災害を想

定した近隣水道事業自治体との連携

活力にあふれるまちづくり 安心・安全なまちづくり

健康と人を育むまちづくり 協働で支えるまちづくり
① 不登校ゼロに向けた施策の継続と道徳教育・郷土愛の育

成

② 学力向上対策としてＩＣＴ機器の拡充（タブレット端末

１人１台利用）と特別教室への電子黒板の配備

③甲佐高校の「魅力化」に向けた支援の継続

④ 子ども医療費助成等子育て支援の継続と新たな支援検討

（不妊治療等の助成・子育て世帯の新築住宅固定資産税

の減免 等）・子育て支援住宅建設

⑤人権のまちづくりの一層の推進

⑥ エキスパート人材派遣等によるスポーツ振興・英語力向

上・部活動充実

⑦ 健康づくりプログラムの構築と介護予防の推進・健診率

向上への新たな施策の検討

⑧ 災害公営住宅入居者等（高齢者等）の地域コミュニティ

形成支援

⑨ 運転免許証返納者等の高齢者等に対する交通手段利用へ

の支援の検討

①ふるさと甲佐応援寄附金増に向けた返礼品の充実

②環境衛生施設の広域化の推進

③ 町有地や遊休資産の積極的な有効活用（企業誘致・住宅

用地）

④ 元気で健康な職員の育成と資質向上（各種研修・人事交

流の充実）

⑤税・料金等の徴収率向上への更なる取り組み

⑥ 「陣ノ内館」の国指定重要文化財に向けての取り組みと

関連事業の検討

⑦ 指定管理者制度による施設運営の拡充（運動公園・キャ

ンプ場他）



第
68
回
あ
ゆ
ま
つ
り

甲
佐
の
夏
の
風
物
詩

小学校最後の子どもみこしで優勝できて
うれしかったです。夏休みのいい思い出
になりました。

子どもみこしで
優 勝 し ま し た

村上 漣翔くん
（緑町区・甲佐小６年）

　７月28日（日）「第68回あゆまつり」が、町商店街およ

び中甲橋グリーンパークほかで開催。甲佐町観光協会が主

催し、町、甲佐町商工会、町教育委員会が共催の夏まつり

は、にぎわいを見せた１日となりました。

　「子どもみこし」は町総合保健福祉センター駐車場を発着

点に、９団体約500人が参加。緑町子ども会が優勝、２位は

白旗小学校が勝ち取りました。

　甲佐小学校プールで開催された「あゆのつかみどり大会」

では700人以上の子どもたちが、保護者の声援を受けて、泳

ぎ回るあゆと奮闘しました。

　町商店街では、甲佐町文化協会が、書道や絵画などの作

品を展示する「街かどギャラリー」を開催。甲佐小学校周

辺では「かかしコンテスト」の作品が展示されました。

　中甲橋近くの歩道には、夕暮れとともに「おおいであか

り」の竹灯ろうなどにあかりが灯り、甲南パークで行われ

た「総盆踊り大会」には11団体約460人が浴衣姿などで「甲

佐大橋音頭」などの踊りを披露。中甲橋グリーンパークの

ステージイベント後には、3,800発の花火が夏の夜空を彩り

ました。

　関連行事として、同日にグラウンドゴルフ大会、７月６

日（土）・７日（日）に少年野球大会が開催されました。
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家族みんなで来ました。こんなに長い
ソーメン流しははじめて。たくさん食べ
れておいしかったです。

家族で楽しんだ
ソ ー メ ン 流 し

長岡 ゆりさん
（合志市・小学３年）

おじいちゃんの家に遊びに来ました。あ
ゆの動きが速くて捕まえるのが難しかっ
たけど、楽しかったです。

難 し か っ た
あゆのつかみどり

江藤 慈音くん
（熊本市・小学１年）

１、２、３_元気な掛け声でみこしを担ぐ子どもたち　４_開

会セレモニーは、龍の舞・龍神太鼓保存会の力強い演奏でス

タート　５、６、7_ ソーメン流しを楽しむ来場者　８_バルー

ンアートなどが披露された大道芸ショー　９、10_ あゆのつか

みどり大会で勢いよく駆け出す子どもたち　11、12_ そろいの

衣装で盆踊りを楽しむ参加者　13_ 夕暮れが近づくと中甲橋グ

リーンパークには多くの人が集う　14_ 足元を照らす「おおい

であかり」の竹灯ろう　15_ ステージイベントの最後を飾った、

よさこいチーム「小巻組」の力強い演舞

６

７

10

12

1415

９
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■
田
口
橋
開
通
式
典
が
開
催
さ

　
れ
ま
し
た

　

８
月
18
日
（
日
）
田
口
橋
の
緑

川
左
岸
で
、
開
通
を
祝
う
式
典
が

行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

緑
川
に
架
か
る
県
道
御
船
甲
佐

線
の
同
橋
（
全
長
約
２
６
２
㍍
）

は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
橋
桁

が
ず
れ
、
橋
脚
と
橋
台
が
破
損
し

た
た
め
通
行
止
め
に
な
っ
て
お
り
、

３
年
４
カ
月
ぶ
り
に
開
通
。

　

復
旧
工
事
で
は
、
橋
脚
の
補
強

と
橋
桁
の
架
け
替
え
を
行
い
、
幅

員
が
４
．
５
㍍
か
ら
７
㍍
に
拡
幅
。

中
央
線
の
あ
る
片
側
１
車
線
の
道

路
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

で
始
ま
っ
た
式
典
で
、
奥
名
克
美

町
長
は
「
田
口
橋
は
県
南
か
ら
県

北
ま
で
の
地
域
を
結
ぶ
道
路
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
区
間

で
あ
り
、
地
域
の
発
展
に
は
必
要

不
可
欠
な
橋
。
近
隣
の
観
光
・
広

域
連
携
が
加
速
し
、
宇
城
地
域
と

上
益
城
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

開
通
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
親
子
三

世
代
家
族
を
先
頭
に
地
元
住
民
や

保
育
園
児
な
ど
約
２
５
０
人
が
渡

り
初
め
を
行
い
、
橋
の
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

　

渡
り
初
め
で
先
頭
を
歩
か
れ
た

宮
本
英
世
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん

（
古
閑
区
）
ご
家
族
は
「
待
ち
に

待
っ
た
田
口
橋
開
通
の
日
に
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
た
い
で
す
。
事
故
が
な
い
安

全
な
橋
で
あ
り
続
け
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
感
想
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

県道御船甲佐線 田口橋 開通式典が開催

３年４カ月ぶりの開通を祝い、地元の住民らが渡り初め

ト ピ ッ ク ス
▼

完
成
し
た
田
口
橋
で
、
親
子
三
世
代
を
先
頭
に
渡
り
初
め
を
し
て
開
通
を
祝
う
参
加
者

▲演奏を披露する甲佐中学校吹奏楽部の皆さん
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10
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
３
〜
５
歳
児

ク
ラ
ス
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
を
利
用
す
る
子
ど
も
の
利
用
料

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
す
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
て

対
象
者
や
無
償
化
の
対
象
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
説
明
に
て
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

０
歳
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
子
ど
も
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

　
な
ど
を
利
用
す
る
子
ど
も
の
場
合

▼
対
象
者
・
保
育
料

　

３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
全
て
の
子
ど
も

お
よ
び
０
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無
償
化

さ
れ
ま
す
。

・
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
入
園
で
き
る
時

　

期
に
合
わ
せ
て
、
満
３
歳
か
ら
無
償
化

　

さ
れ
ま
す
。
月
額
上
限
２
５
，
７
０
０

　

円
ま
で
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
食
材
料
費
、
通
園
送
迎
費
、
行
事
費
、

　

延
長
保
育
料
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

　

り
保
護
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
３～

５
歳
児
ク
ラ
ス
の
食
材
料
費
（
副

　

食
費
と
主
食
費
）
に
つ
い
て

・
保
育
所
な
ど
を
利
用
の
３
〜
５
歳
児
ク

　

ラ
ス
の
子
ど
も
（
２
号
認
定
児
童
）
に

　

つ
い
て
も
、
今
後
は
副
食
費
（
お
か
ず
、

　

お
や
つ
な
ど
）
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
の
子

　

ど
も
と
第
３
子
（
※
）
以
降
の
子
ど
も

　

に
つ
い
て
は
、
副
食
費
（
お
か
ず
、
お

　

や
つ
な
ど
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部

　

分
）
の
１
号
認
定
は
小
学
校
３
年
生
か

　

ら
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育

　

所
部
分
）
の
２
号
認
定
は
就
学
前
児
童

　

か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降
の
子
ど
も

※
０
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
は
、
こ

　

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
施
設
・
事
業

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
（
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保

育
、
事
業
所
内
保
育
）、
企
業
主
導
型
保

育
事
業
所

■
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利
用

　
す
る
子
ど
も
の
場
合

▼
対
象
者
・
利
用
料

　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
甲

佐
町
か
ら
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

認
定
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
う

え
、
原
則
と
し
て
お
子
さ
ん
が
通
わ
れ

て
い
る
園
を
経
由
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」
に
つ
い
て
は
、
就
労
な
ど
の
要
件

（
認
可
保
育
所
の
利
用
と
同
等
の
要

件
）
が
あ
り
ま
す
。

※
満
３
歳
に
な
っ
た
後
の
４
月
１
日
か
ら

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象

　

で
す
。
幼
稚
園
の
利
用
に
加
え
、
利
用

　

日
数
に
応
じ
１
日
あ
た
り
４
５
０
円
を

　

上
限
に
、
月
額
１
１
，
３
０
０
円
ま
で

　

預
か
り
保
育
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ

　

ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
満

　

３
歳
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場

　

合
、
満
３
歳
と
な
っ
た
日
か
ら
最
初
の

　

３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
月
額
１
６
，

　

３
０
０
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
を
利
用

　
す
る
子
ど
も
の
場
合

▼
対
象
者
・
利
用
料

　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
甲

佐
町
か
ら
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利
用

　

で
き
て
い
な
い
子
ど
も
が
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

※
認
定
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

　

町
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
に
つ

　

い
て
は
、
就
労
な
ど
の
要
件
（
認
可
保

　

育
所
の
利
用
と
同
等
の
要
件
）
が
あ
り

　

ま
す
。

※
３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
は
月
額

　

３
７
，
０
０
０
円
ま
で
、
０
〜
２
歳
児

　

ク
ラ
ス
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど

　

も
は
月
額
４
２
，
０
０
０
円
ま
で
の
利

　

用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
施
設
・
事
業

　

認
可
外
保
育
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
う

ち
、
町
が
確
認
を
行
っ
た
も
の
を
対
象
と

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

10月１日から幼児教育・保育の無償化がはじまります
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８
月
４
日
（
日
）
宮
内
地
区
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
宮
内
小
学
校)

で
、「
夏
山
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
旧
校
舎
を

活
か
し
た
手
作
り
の
カ
フ
ェ
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
樂
舎
み
や
う
ち
（
境

国
嗣
代
表
）
の
「
パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ

ん
」（
栗
林
尚
子
代
表
）
が
企
画
。

本
町
で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
手
作

り
カ
レ
ー
や
か
き
氷
、
ケ
ー
キ
、
し

そ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
食
事
だ
け
で
な
く
、
旧

校
舎
内
を
散
策
し
て
音
楽
室
の
オ
ル

ガ
ン
に
触
れ
た
り
、
町
民
俗
資
料
館

の
収
蔵
品
を
見
学
し
た
り
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　７月10日（水）甲佐中学校で、「甲佐町未
来塾」が開塾しました。
　同塾は、地域の中学生の学力および地域の
教育力の向上を図ることを目的に開塾。教員
を希望する大学生や元教員などの地域の協力
を得て、同中（服部起明校長240人）の生徒
に学習機会を提供するために町教育委員会が
主催。学習支援の調整役を担うコーディネー
ターを中心として、元教員などで構成される
学習指導員と学校が連携しながら、９月25
日までの全17回、数学と英語に取り組みます。

台湾の高校生と国際交流を深める 
本町の中高生などが台南市を訪問

宮内で「夏山カフェ」が開催   
旧校舎を活かした山の中の手づくり食堂

地域の協力で学力向上 　
甲佐中で「甲佐未来塾」が開塾

▼台南市の土城高級中学校で歓迎を受ける参加者の皆さん

▲「甲佐未来塾」で数学の授業を受ける生徒たち

▼

手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
や
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
楽
し
む
来
場
者

　

８
月
５
日
（
月
）
〜
９
日

（
金
）
本
町
の
中
高
生
な
ど
10
人

が
台
湾
の
台
南
市
を
訪
問
し
、
国

際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
や
文
化
な
ど
、
生
活
習
慣

の
違
う
環
境
の
中
で
の
交
流
事
業

を
通
し
て
国
際
化
社
会
に
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
甲
佐
町
国
際
交
流
協

会
（
蔵
田
勇
治
会
長
）
が
平
成
27

年
度
か
ら
台
南
市
の
土
城
高
級
中

学
校
と
の
相
互
交
流
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
本
町
の
中
高
生

な
ど
が
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
台
南

市
の
高
校
生
と
中
国
の
伝
統
的
な

楽
器
や
書
法
に
触
れ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
一
緒
に

行
っ
た
り
し
て
交
流

し
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
の

１
人
は
、「
現
地
の

高
校
生
と
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
た
り
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

言
葉
や
文
化
の
違
い

で
困
っ
た
事
も
あ
っ

た
け
ど
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
話
し
か
け

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
事
が

出
来
ま
し
た
」
と
５

日
間
の
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
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　町内の３選手が、全国大会と九州大会で活躍し
ました。
　７月26日（金）～29日（月）山形県で開催さ
れた東北連盟創立45周年記念全国選抜野球大会
に、熊本東リトルシニアの多々良晃希選手（吉田
区・甲佐中３年）が９番二塁手として出場。多々
良選手は「受験勉強しながら練習を続けて高校で
も通用する身体をつくりたいです」と語りました。
　７月26日（金）～28日（日）兵庫県で開催さ
れた全農杯2019年全日本選手権大会のカブ男子
シングルスの部に出場した柴田涼成選手（糸田
区・白旗小４年）は「２度目の全国大会でしたが
ミスで負けてしまい悔しかったです。毎日練習を
がんばります」と大会を振り返りました。
　７月６日（土）・７日（日）沖縄県で開催され
た第66回全九州高等学校剣道競技大会の女子個
人戦には志村優奈選手（八丁区・開新高３年）が
出場。県大会ベスト８の成績を収めて臨んだ志村
選手は「高校最後の集大成として自分らしく思い
切った試合が出来ました」と感想を語りました。

　８月20日（火）・21日（水）坂谷の川平
キャンプ場で、「あつまれ子どもたち」が開
催されました。
　同イベントは、子どもたちが野外体験を通
して自然に親しむとともに、共同生活に取り
組むことで団体行動の大切さを考えてもらう
ことを目的に、甲佐町青少年健全育成町民会
議（奥名克美会長）と町教育委員会が主催。
町内の小・中学生20人が参加しました。
　子どもたちは１泊２日の体験学習で、水環
境学習や水鉄砲づくりなどを楽しみました。

自然に触れて心豊かに　
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

▲協力しながら昼食のカレーをつくる参加者ら

全国大会・九州大会に出場   
野球、卓球、剣道競技で本町の選手が活躍

▲全国大会に出場した多々良晃希選手（左）、柴田涼成選手（中）と
　九州大会に出場した志村優奈選手（右）

　

８
月
２
日
（
金
）
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
思
春
期
保
健
事
業

「
ハ
ロ
ー
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
！
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
思
春
期
の
中
学
生
に
赤

ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

親
子
の
愛
情
や
子
育
て
の
楽
し
さ
・

大
変
さ
、
命
の
尊
さ
の
学
習
を
目
的

に
、
同
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
甲
佐
中

学
校
（
服
部
起
明
校
長
２
４
０
人
）

の
生
徒
10
人
が
参
加
し
、
赤
ち
ゃ
ん

に
関
す
る
学
習
と
触
れ
合
い
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
赤
ち
ゃ
ん
と

の
触
れ
合
い
な
ど
を
通
し
て
、
生
ま

れ
て
か
ら
ず
っ
と
母
に
大
切
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

子育ての楽しさと大変さを学ぶ   
甲佐中生徒が乳幼児と触れ合い体験

▼

赤
ち
ゃ
ん
や
保
護
者
と
交
流
す
る
甲
佐
中
生
徒
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 108)

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
こ
と
を

「
後
発
医
薬
品
」
と
い
う
呼
び
方
を
し

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
新
薬
の
こ
と
を

「
先
発
医
薬
品
」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ

の
新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ

れ
る
医
薬
品
で
あ
る
た
め
「
後
発
医
薬

品
」
と
い
い
ま
す
。
後
か
ら
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
・
用
法
用
量
で
、
同
等
の
効
果

を
持
つ
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
新
薬

　
よ
り
も
価
格
が
安
い
理
由
は

　

新
薬
を
開
発
す
る
に
は
莫
大
な
費
用

が
掛
か
り
ま
す
が
、
そ
の
新
薬
は
20
〜

25
年
の
特
許
期
間
は
開
発
メ
ー
カ
ー
が

独
占
的
に
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
も
同
じ
成
分
の
薬
を

製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
発
の

費
用
が
掛
か
ら
な
い
分
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
価
格
は
新
薬
の
２
〜
７
割

ほ
ど
安
価
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

■
な
ぜ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
推
奨
す
る
の
か

　

高
齢
化
が
進
み
今
後
も
医
療
費
が
伸

び
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
負
担
も
増
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
う
こ
と
で
自
分
自
身
の
費

用
負
担
が
減
る
の
と
同
時
に
国
民
健
康

保
険
財
政
へ
の
負
担
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
保
険
で
負
担
す
る
医
療
費

を
抑
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
必
要
な
国

民
健
康
保
険
税
は
も
ち
ろ
ん
国
、
県
、

町
の
税
金
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

■
ど
う
す
れ
ば
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク 

　
医
薬
品
を
利
用
で
き
る
か

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
を
希

望
す
る
場
合
は
、
医
師
の
処
方
せ
ん
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 108)

■ 

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
体

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
２
日
（
月
）
か
ら
個
別
健
診
が

始
ま
り
ま
す
。
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

な
か
っ
た
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
指
定
医
療
機
関
で
個
別
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
個
別
健
診
の
対
象
者
に

は
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
都
合
の
良

い
日
時
を
選
ん
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

個
別
健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
際
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

７
月
・
８
月
に
実
施
し
た
集
団
健
診

を
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
、
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
で
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
方

※
個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
、
９
月
２

　

日
（
月
）
の
行
政
区
配
達
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

※
受
診
券
が
送
付
さ
れ
た
方
で
も
、
国

　

保
の
被
保
険
者
資
格
が
な
く
な
っ
た

　

場
合
は
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　

令
和
元
年
９
月
２
日
（
月
）
〜
12
月

27
日
（
金
）

▼
健
康
診
査
内
容

　

体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
血
中
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
血

糖
検
査
・
腎
機
能
検
査
）、
尿
検
査
、

医
師
の
診
察
な
ど 

※
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
受
診
料
（
個
人
負
担
金
）

　

１
，
３
０
０
円

▼
主
な
指
定
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院
（
甲
佐
町
緑
町
３
３
１
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院
（
甲
佐
町
岩
下
１
２
３
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院
（
甲
佐
町
岩
下
96
‐

　

1
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

※
そ
の
ほ
か
の
指
定
医
療
機
関
に
つ
い

　

て
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　

覧
に
な
る
か
、
町
住
民
生
活
課
ま
で

　

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

９月２日から個別健診
が 始 ま り ま す

詳しくは町住民生活課までお尋ねください

ジェネリック医薬品で
医療費を節約しましょう

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

児
童
発
達
支
援

町福祉課　TEL 096‒234‒1114( 内線 143)

■
保
険
料
を
追
納
す
る
と
年
金
の
受

　
取
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
場
合
と
比
べ
、
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
保

険
料
を
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

■
追
納
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
を

　
納
め
ら
れ
る
場
合
の
注
意
点

　

追
納
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
５
点
に
注

意
が
必
要
で
す
。

①
保
険
料
の
追
納
を
行
う
場
合
に
は
、

　

年
金
事
務
所
へ
の
事
前
の
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
。

②
年
金
機
構
か
ら
発
行
さ
れ
る
納
付
書

　

に
よ
り
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
（
口

　

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

は
で
き
ま
せ
ん
）。

③
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
と

　

し
て
古
い
月
の
保
険
料
か
ら
納
付
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
一
部
免
除
（
半
額
、
４
分
の
１
、４

　

分
の
３
）
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付

　

す
べ
き
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ

　

ば
、
追
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

　

起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納

　

を
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

　

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

　

の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
す
す
め
し

　

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国民年金の追納制度を
ご 利 用 く だ さ い

詳しくは熊本東年金事務所へお尋ねください

■ 

児
童
発
達
支
援
な
ど
の
利
用
者 

負
担
が
無
償
化
さ
れ
ま
す

　

子
育
て
世
帯
を
応
援
し
、
社
会
保
障

を
全
世
代
型
へ
抜
本
的
に
変
え
る
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
障
害
児

入
所
施
設
で
提
供
さ
れ
る
、
児
童
発
達

支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。
就
学
前
の
障
害

児
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
対
象
者
の
利
用
者
負
担
を
無

料
と
し
ま
す
。

▼
無
料
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
発
達
支
援

・
医
療
型
児
童
発
達
支
援

・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

・
保
育
所
等
訪
問
支
援

・
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
お
よ
び
医

　

療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
利
用
料

▼
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

児
童
発
達
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
児
童
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、

「
満
３
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の
４
月
１

日
か
ら
３
年
間
」
で
す
。

○
具
体
的
な
対
象
者
の
参
考
例

・
無
償
化
の
期
間
が
10
月
１
日
〜
令
和

　

２
年
３
月
31
日
の
場
合
の
対
象
者

　

平
成
25
年
４
月
2
日
〜
平
成
28
年
４
月

１
日
が
誕
生
日
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

※
利
用
者
負
担
以
外
の
費
用
（
医
療
費

　

や
食
費
等
の
実
費
負
担
）
は
、
引
き

　

続
き
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。

※
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

　

な
ど
と
併
せ
て
児
童
発
達
支
援
な
ど

　

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

　

ど
ち
ら
も
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

▼
ご
利
用
手
続
き

　

無
償
化
に
あ
た
り
、
新
た
な
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
利
用
の
障
害
児
入
所
施
設
な
ど
で
、

利
用
者
負
担
無
償
化
の
対
象
と
な
る
か

を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

就学前の障がいのある
子 ど も た ち を 支 援

詳 し く は 町 福 祉 課 へ お 尋 ね く だ さ い



Library
町生涯学習センター図書室からの９月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

戦国の世、秀吉の配下となった

８人の若者。武勲を上げた７人

は「賎ヶ岳の七本槍」と呼ばれ

るように。己の望みに正直な男

たちは、迷いながらも別々の道

を進む。残る１人、石田三成は

時代に抗い、関ヶ原ですべてを

失った…。石田三成という底知

れぬ男を、著者ならではの視点

で鮮やかに描き出した、読み応

えのある１冊です。

新潮社

小説

石田三成という底知れぬ男の物語

今村 翔吾著 /『八本目の槍』

イヤな気持ちってどうしたらいいの？

ヨシタケ シンスケ作 /『ころべばいいのに』

初心者から上級者まで！紙バンドで作る素敵なかご

古木 明美著 /『紙バンドで作る編み応えのあるかご』

編み模様が複雑だったり、面白

い形だったり、編み地が凝って

いたり…。紙バンドで作る編み

応えのあるかごの数々を紹介し

ています。編み方の基礎や作り

方を詳しい工程写真付きで解説

しているので、難しい編み模様

にも楽しみながらトライできま

す。できあがった時に大きな満

足を得られること請け合いの１

冊です。

日本ヴォーグ社

教養娯楽

15歳の犬から25歳の猫まで、

愛すべき存在を介護し、見送っ

たあとに心に残った想いとは。

20人の飼い主を取材し、自ら

も14歳の柴犬９歳の保護猫と

暮らす著者がつづる、犬と猫と

人のそれぞれの物語。「寂しい

けれど悲しくはない」「先に

行って、散歩しながら待って

て」温かな気持ちに包み込まれ

るような１冊です。

幻冬社

一般書

長生きして逝った動物たちと飼い主の日々

石黒 由紀子監修 /『楽しかったね、ありがとう』

わたしには嫌いな人がいる。イ

ヤなことを言ったり、したりす

るんだから。誰かを憎んでいる

時間がもったいないのに、イヤ

な気持ちって自分じゃどうしよ

うもない。そんなときは…。読

むうちに「うん、そんな気持ち

わかる」と自分のイヤな気持ち

にも向き合えて、心が軽くなり

ます。大人にもおすすめの１冊

です。

ブロンズ新社

児童書

お ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『くだもの』（平山和子作）

小屋敷 京子さん
〔糸田区〕

今月の案内人

ブドウ、ナシ、リンゴなど、日常子ど
もたちが食べるくだものを、まるで実
物かと思わせるほど鮮やかに描いた、
いわば果物の画集

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「0歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお

気軽にご参加ください。

■日時　９月12日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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7
月
31
日
（
水
）
町
白
旗
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
学
童
保

育
「
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」
を
対
象

に
、
子
ど
も
講
座
「
夏
休
み
工

作
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童

ら
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用

し
た
貯
金
箱
の
作
成
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
ま
ず
５
０
０
㍉

㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
好
み
の

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
。
色
紙
を

使
っ
て
目
や
耳
、
足
、
角
な
ど

を
作
り
、
カ
ッ
ト
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
貼
り
付
け
て
ブ
タ
や

カ
ブ
ト
ム
シ
、
犬
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
描
く
貯
金
箱
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。
し
っ
ぽ
を
つ

け
た
り
、
目
の
位
置
や
大
き
さ
、

足
の
位
置
な
ど
工
夫
し
、
最
後

に
コ
イ
ン
を
入
れ
る
穴
を
開
け

自
分
だ
け
の
か
わ
い
い
貯
金
箱

が
出
来
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
大
学
開

講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

元
新
甲
佐
町
史
編
集
委
員
長

の
佐
藤
征
子
さ
ん
（
仁
田
子

区
）
を
講
師
に
迎
え
、「
皇
国

地
誌
（
郡
村
誌
）
の
紹
介
」
と

題
し
、
明
治
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 　

佐
藤
さ
ん
は
上
益
城
郡
村
誌

の
記
述
の
中
か
ら
、
明
治
の
甲

佐
町
の
戸
数
や
牛
馬
の
数
、
主

要
作
物
や
甲
佐
の
鮎
の
獲
れ
高
、

皇
室
に
献
上
さ
れ
て
い
た
粕
漬

鮎
な
ど
を
紹
介
。

　

ま
た
江
戸
時
代
の
教
育
に
つ

い
て
、
熊
本
県
は
当
時
、
全
国

で
ト
ッ
プ
５
の
寺
小
屋
数
が
あ

る
教
育
県
で
あ
り
、
本
町
に
も

明
治
に
は
15
の
小
学
校
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

参
加
し
た
約
40
人
は
興
味
深
く

説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

子
ど
も
講
座

町
公
民
館
主
催
講
座

令
和
元
年
度
町
民
大
学
開
講
式

町
民
大
学

▲思い思いの貯金箱を作成した

「げんきクラブ」の児童たち

▲

町民大学開講のお知らせ

講演会を開催します

●開催日時

　９月13日（金）

　午後７時～午後８時30分

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　「甲佐町と私の陸上人生」

●講師

　東京甲佐会会長

　蜂谷 和明 さん

第２回となる町民大学では、甲佐

高校在学時に国体へ出場し、その

後、箱根駅伝にも４度出場された

蜂谷さんに自身の陸上人生につい

て語っていただきます。

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▼

講
演
を
行
う
吉
田
さ
ん

■第41回甲佐町学校人権教育部会
　課題別研修会を開催

　７月29日（月）甲佐小学校で、

学校人権教育部会課題別研修会が開

催されました。同研修会は、同和問

題をはじめとするあらゆる人権問題

の解決に向けすべての町教職員の基

本的認識を深めることを目的に、甲

佐町学校人権教育部会（前川和宏会

長）が開催。講演会と４つの分科会

で実施し、町内の保育園の保育士や

学校の教職員など112人が参加しま

した。

　講師の吉田文男さんは、「同和対

策事業特別措置法」が制定された年

に教師となり、県下の高校に同和教

育推進教員が配置され始めた頃、異

動先の高校で初代推進教員となられ

「同和」教育と出会われました。現

在は熊本県人権教育研究協議会事務

局長を務めておられます。吉田さん

は、「教科書から『士農工商』が消

えた !」という演題で講演。『士農

工商』は職業名であり身分名ではな

く武士・百姓・町人の３つであった

ことなどを話されました。

　参加者からは、「正しい知識を身

につけ、自分の責務の重さを感じな

がら授業をしていかなければならな

いと思いました。教える側の認識を

見直す素晴らしい講演でした」とい

う感想が寄せられました。

▲佐藤さんの講演を聞き入る参

加者の皆さん
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Health

❖
町
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

　
が
評
価
さ
れ
ま
す

　

平
成
28
年
度
に
国
が
創
設
し
た
制
度

で
、「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
評

価
に
基
づ
い
て
、
各
自
治
体
が
国
か
ら

交
付
金
を
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

各
保
険
者
が
病
気
の
予
防
・
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
健
康
寿
命
が

延
び
、
医
療
や
介
護
に
要
す
る
費
用
が

抑
え
ら
れ
る
た
め
社
会
保
障
費
が
安
定

す
る
こ
と
が
、
こ
の
制
度
の
目
的
で

す
。
甲
佐
町
で
は
、
多
く
の
方
に
健
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
メ

タ
ボ
や
検
査
結
果
の
改
善
に
取
り
組
む

な
ど
の
頑
張
り
が
評
価
さ
れ
、
年
々
交

付
金
の
額
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
国
の
予
算
１
５
０
億
円
の

う
ち
約
１
７
７
万
円
、
平
成
29
年
度

は
国
の
予
算
２
５
０
億
円
の
う
ち
約

３
４
２
万
円
、
平
成
30
年
度
は
県
内
47

市
町
村
の
う
ち
、
７
位
の
評
価
を
い
た

だ
き
、
国
の
予
算
５
０
０
億
円
の
う
ち

約
６
８
９
万
円
の
交
付
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
の
評
価
指
標
と
し
て
、

①
特
定
健
診
受
診
率

②
特
定
保
健
指
導
実
施
率

③
メ
タ
ボ
該
当
者
・
予
備
軍
の
減
少

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
健
診
を

受
診
い
た
だ
き
、生
活
習
慣
を
見
直
し
、

必
要
な
方
は
治
療
を
す
る
こ
と
で
重
症

な
病
気
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

私
た
ち
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
・

看
護
師
は
、
健
診
結
果
を
基
に
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

❖
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
は

　
個
別
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
毎
年
少
し

ず
つ
伸
び
て
き
て
い
て
、
平
成
30
年
度

の
暫
定
受
診
率
は
５
０
．１
㌫
で
し
た
。

し
か
し
、
国
の
目
標
で
あ
る
「
特
定
健

診
受
診
率
60
㌫
」
に
は
ま
だ
届
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

９
月
２
日
の
行
政
区
配
布
に
て
、７
・

８
月
に
実
施
し
た
町
の
集
団
健
診
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
医
療

機
関
で
特
定
健
診
を
受
診
で
き
る
「
個

別
健
診
」
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

普
段
、か
か
り
つ
け
医
で
定
期
受
診
・

定
期
検
査
を
さ
れ
て
い
る
方
、
集
団
健

診
に
日
程
的
な
都
合
な
ど
で
来
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
健
診
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
〜
12
月
27
日
（
金
）

▼
対
象
者

　

７
・
８
月
に
実
施
し
た
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
、
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方

▼
対
象
健
康
診
査
内
容

　

体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
（
血

中
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
糖
検

査
、
腎
機
能
検
査
）、
尿
検
査
、
医
師

の
診
察
な
ど

※
検
査
内
容
に
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
ま

　

せ
ん
。

▼
受
診
料

　

個
人
負
担
金
１
，
３
０
０
円

▼
指
定
医
療
機
関
（
事
前
に
予
約
が
必

　
要
で
す
）

　
【
甲
佐
町
】
荒
瀬
病
院
、
谷
田
病
院
、

小
屋
迫
医
院

　
【
御
船
町
】
泰
泉
堂　

牟
田
医
院
、

榊
田
泌
尿
器
科
外
科
医
院
、
た
か
ぞ
え

内
科
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
藤
岡

医
院

　
【
嘉
島
町
】
よ
し
む
ら
内
科
・
循
環

器
科
、
山
地
外
科
胃
腸
科
医
院
、
大
串

内
科
、
た
な
か
内
科
眼
科

　
【
美
里
町
】
く
ま
も
と
温
石
病
院
、

た
の
う
え
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
石
井

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
へ
送
付
す
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

今
年
の
健
診
が
ま
だ
と
い
う
方
は

個
別
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健診 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

各自治体の健康づくりの取り組み

を評価する制度が平成 28 年度よ

り実施されています。私たち町総

合保健福祉センターの保健師・管

理栄養士・栄養士・看護師は、皆

さんの健診結果を基に、健康づく

りのお手伝いをしています。

髙倉 美保 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
９月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

９・10月の保健活動

　　９月19日（木）　午前９時

　　10月17日（木）　午前９時

　　９月19日（木）　午前10時15分

　　10月17日（木）　午前10時

　　10月４日（金）　午前９時30分

　　９月10日（火）　午後１時

　　10月18日（金）　午前９時20分

　　９月10日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（月） 親子で読書

４日（水） 戸外遊び

６日（金） 絵合わせ遊び

９日（月） 砂場で遊ぼう

11日（水） 製作（プラバン）

13日（金） タオルで遊ぼう

18日（水） パズル遊び

20日（金） お誕生会（要予約）

25日（水） お散歩へ出かけよう

27日（金） 積み木遊び（テグ）

30日（月） 壁面作り（ハロウィン）

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

20日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

久米 永
えいしん

真 くん（１歳）
 父・修永 さん　母・千春 さん

　（麻生原区）

　ママいつもありがとう。

　　　　　　　　ママ大好き！

　

緒方 優
ゆう

 くん（１歳）

 父・賢治郎 さん　母・亜佑美 さん

　（有安区）

　元気にすくすく育ってね♡
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　今回はフィットネスセンターで実

施している様々なプログラムの中か

らストレッチ教室についてご紹介い

たします。

　皆さんは、身体の柔軟性に自信が

ありますか。

筋肉が硬い

ままだとケ

ガをしやす

くなるなど

身体に良く

ないことが

増えてしま

います。

　ストレッチのメリットは、①筋肉

を伸ばすことで筋緊張の緩和や関節

可動域の改善により“ケガの予防”

に繋がる、②血液循環の促進により

頭痛・疲れ・だるさ・肩こり・腰痛

などの身体の不調やニキビ・肌あれ

などの肌の不調の改善に効果が期待

できる、③ゆっくりと筋肉を伸ばす

ことでリラックスでき筋疲労回復に

つながる、などが挙げられます。

　教室では、二の腕やヒップの引き

締めも行っています。気になる体の

部位の引き締めも行う事ができるの

でオススメです。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

貴島 小百合さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

ス ト レ ッ チ 教 室 で 心 も 体 も 健 康 に！
ケ ガ の 予 防 や 疲 労 回 復 に も 効 果 あ り

▲甲佐町フィットネスセンターでは、毎

週３回、ストレッチ教室を開催してい

ます。詳しくはお尋ねください。

ストレッチ教室

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線234）

本町への進出企業のご紹介

  

■
品
質
向
上
を
目
指
し
て
新

　
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦

　

平
成
6
年
4
月
に
創
立
さ
れ

た
㈱
シ
ン
ザ
ン
で
は
、
ビ
ル
や

住
宅
、
倉
庫
な
ど
鋼
構
造
物
に

使
わ
れ
る
鉄
骨
の
設
計
・
製

作
・
施
工
を
主
な
事
業
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
鉄
骨
は
、
熊
本
を
中

心
と
し
た
九
州
圏
内
の
建
物
を

支
え
る
骨
組
み
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

品
質
の
向
上
を
常
に
目
指
し
、

近
年
で
は
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
や
３

Ｄ
図
面
作
成
ソ
フ
ト
の
導
入
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
同
社
。
そ
れ

に
よ
り
作
業
効
率
や
正
確
性
の

向
上
、
人
的
ミ
ス
の
防
止
に
つ

な
が
っ
た
と
の
こ
と
。
今
後
も

積
極
的
に
設
備
投
資
を
進
め
、

受
注
で
き
る
仕
事
の
量
・
規
模

を
拡
大
し
て
雇
用
の
創
出
に
も

つ
な
げ
て
い
か
れ
ま
す
。

山内 喜久雄
代表取締役

鉄 鋼技術で本町から熊本と九州を支える

工務部

石原 大義さん

オン・オフがはっきりして
いて働きやすい職場です

平成27年４月に入社し、製造

する鉄骨の加工図を作る仕事を

しています。集中して仕事に取

り組み、残業は極力しないとい

う企業風土で、働きやすいです。

入社した時と比べて造る建物が

大きくなってきているので、こ

れから更に設計の精度を上げら

れるように邁（まい）進します。

年々建物の大型化
が進む中、社員全
員で日々研鑽を積
み、品質の高い鉄
骨加工を目指し、
地震や災害に強い
建物を造ります。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字津志田605番地
■従業員　26人
■電話番号　096-234-1660
■ＵＲＬ　http://shinzan-kumamoto.co.jp/

株式会社シンザン
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　昨年度に引き続き、改修ワーク
ショップでの土壁づくりや漆喰塗り
の作業を担当しています。
　土壁用の土づくりからはじまった
このワークショップも約１年が過ぎ、
少しずつ形になってきました。参加
者の皆さんの手で塗っていただいた
土壁や漆喰を通し
てこの建物に愛着
を持っていただけ
ればうれしいです。
　今後のワーク
ショップにもぜひ
ご参加ください。

　今年度上半期の
改修ワークショッ
プでは、外壁の板
張りや床張り、漆
喰の下地となる木
ずり壁づくりなど

の作業を担当しました。
　ワークショップを通して私自身も
家づくりの作業工程を改めて見つめ
なおす機会になっており、参加者の
皆さんと一緒に学ばせてもらってい
ます。
　ものづくりの楽しさを皆さんにも
感じていただけたらと思います。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

Old-house Renovation
古民家再生

　甲佐町まちづくり協議会

　（町地域振興課）

　TEL096-234-1154（内線235）
　谷田病院まちの保健室

TEL

■
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
無
料
相
談

　

谷
田
病
院
で
は
、
２
０
１
８

年
12
月
よ
り
「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
え

ん
が
わ
」（
甲
佐
町
岩
下
）
に

て
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
に
、
健
康
の
お
悩

み
や
相
談
を
お
受
け
す
る
「
ま

ち
の
保
健
室
」
を
無
料
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

谷
田
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
交

代
で
、
健
康
の
相
談
や
お
悩
み

な
ど
様
々
な
お
話
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
５
月
に
は
、

健
康
イ
ベ
ン
ト
「
や
つ
だ
カ

フ
ェ
」
を
行
い
ま
し
た
。

■
健
康
づ
く
し
の
「
や
つ
だ

　
カ
フ
ェ
」
を
開
催

　

や
つ
だ
カ
フ
ェ
は
、
谷
田
病

院
糖
尿
病
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

地
域
の
方
々
に
も
っ
と
健
康
を

意
識
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
に

配
慮
し
た
食
事
の
提
供
や
健
康

に
関
す
る
お
話
な
ど
を
約
１
時

間
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
健
康
な
方

で
も
、
ご
家
族
な

ど
が
健
康
の
お
悩

み
を
お
持
ち
の
方

は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
病
院
に
行
く
程

で
は
な
い
け
れ

ど
」
と
い
う
時
で

も
気
軽
に
相
談
で

き
る
場
所
と
し
て
、

今
後
も
ち
ょ
っ
と

し
た
健
康
イ
ベ
ン

ト
を
取
り
入
れ
つ

つ
「
ま
ち
の
保
健

室
」
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

▲谷田病院のスタッフが交代で健康の悩みをお受けしています

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

まちの保健室では、病院

では聞きにくい、ちょっ

と気なる健康の事を気軽

に相談できる場を目指し

ています。また、健康を

身近に感じてもらうため、

やつだカフェなどの健康

イベントも現在検討中で

す。ぜひお気軽にお立ち

寄りください。

古 民 家 改 修 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 講 師 を ご 紹 介
～ 作 業 指 導 者 の 声 を お 届 け し ま す ～

▲古民家改修ワークショップで参加者に
　土壁の塗り方を指導する加本さん（右）

気軽に相談できる場を目指して

町
商
店
街
で
気
軽
に
健
康
相
談
で
き
る

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

まちづくり協議会

藤井 将志さん

浦田 浩さん
〔大工〕

加本 聖香さん
〔左官〕
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ｉ
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業

の

実

施

に

つ

い

て

　

風
し
ん
は
、
発
熱
や
発
疹
な
ど

が
起
こ
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症

で
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流

行
し
ま
す
。
妊
娠
中
（
特
に
妊
娠

初
期
）
に
感
染
す
る
と
、
お
な
か

の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
を
起
こ

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心

臓
な
ど
に
障
が
い
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
（
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
）。

　

風
し
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
（
免
疫
）

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
の
対
象
者
は
「
風
し
ん
抗
体

検
査
」
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
近
く
の
保
健

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
お

住
ま
い
の
方
で
、
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

・
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

　

配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

・
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の

　

配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

▼
費
用

　

無
料

▼
実
施
期
限

　

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
方
法

①
「
風
し
ん
抗
体
検
査
申
込
書
」

　

を
記
入
し
、
熊
本
県
御
船
保
健

　

所
へ
提
出
し
ま
す
。（
直
接
持

　

ち
込
み
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で
も
可
）

②
御
船
保
健
所
か
ら
受
診
券
が
発

　

行
さ
れ
ま
す
。

③
受
診
券
を
持
っ
て
医
療
機
関
に

　

て
検
査
を
受
け
ま
す
。（
血
液

　

検
査
）

④
後
日
、
検
査
医
療
機
関
か
ら
結

　

果
通
知
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　
　

０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
　

０
９
６
‐
２
８
２
‐
３
１
１
７

風
し
ん
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の

結
果
、
予
防
接
種
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
主
に
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
予
防
を

目
的
と
し
て
、
そ
の
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

※
妊
娠
中
の
女
性
お
よ
び
妊
娠
し

　

て
い
る
可
能
性
の
あ
る
女
性
を

　

除
く

・
熊
本
県
風
し
ん
抗
体
価
検
査
事

　

業
に
お
い
て
、
予
防
接
種
が
必

　

要
と
判
断
さ
れ
た
方

・
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お

　

い
て
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低

　

く
、
妊
娠
を
希
望
す
る
方

▼
助
成
対
象
の
予
防
接
種

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
令
和
２

年
3
月
5
日
（
木
）
ま
で
に
接
種

し
た
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ

ク
チ
ン

▼
助
成
額

　

上
限
５
，
０
０
０
円

※
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
。
５
，
０
０
０

　

円
を
超
え
た
費
用
に
つ
い
て
は

　

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
接
種
費
用
が
５
，
０
０
０
円
以 

　

下
の
場
合
、
か
か
っ
た
費
用
を

　

助
成
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
必
要
書
類
を
ご
準
備
の
う

え
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

・
風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
申
請

　

書
兼
請
求
書

・
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機

　

関
が
発
行
し
た
領
収
書
原
本　

　
（
被
接
種
者
氏
名
、
予
防
接
種

　

名
、
当
該
予
防
接
種
の
費
用
、

　

接
種
日
、
医
療
機
関
名
な
ど
が

　

記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
医
療
機
関
か
ら
の
、
風
し
ん
抗

　

体
価
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
「
熊
本
県
風
し
ん
抗
体
価
検
査

９
September 2019

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/
　　kumamoto.jp/

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

町税などの滞納処分（７月分）
tax

FAX TEL
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Monthly Information

　

結
果
通
知
書
」
ま
た
は
過
去
の

　

風
し
ん
抗
体
価
結
果
が
記
載
さ

　

れ
て
い
る
も
の

▼
申
し
込
み
期
限

　

令
和
２
年
３
月
６
日
（
金
）
午

後
５
時

▼
注
意
事
項

　

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
申
請

書
兼
請
求
書
に
記
入
い
た
だ
く
振

込
先
は
、
申
請
者
ご
本
人
名
義
の

口
座
に
限
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

を

実

施

し

ま

す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
は
、

わ
が
国
の
す
べ
て
の
産
業
分
野
に

お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態
な
ど

の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に

基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
を
調
査

対
象
と
し
て
お
り
、
社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

甲
佐
町
の
調
査
時
期
は
、
第
３

期
（
10
月
・
11
月
）
と
第
４
期

（
12
月
・
１
月
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
調
査
員
が
す
べ
て
の
調
査

対
象
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、

活
動
状
態
を
外
観
な
ど
か
ら
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な

ど
に
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
統
計
調
査
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
７

・
町
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

無
料
登
記
相
談
所
の

開

設

に

つ

い

て

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

に
関
す
る
相
談
や
土
地
・
建
物
な

ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の

登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

　

９
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
は
除
き
ま
す
）

▼
開
設
会
場

　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

議
室

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

事件・ 事 故 件 数

７月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

８月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐町の麻生原に国指定天然記

念物のキンモクセイの木がありま

す。樹齢 700 年を超えると言わ

れ、かつては、同じ敷地にある観

音堂を覆うほどの巨木でした。し

かし、大きな台風の直撃を受け、

中心の枝が何本も折れるなど、大

きなダメージを受けてしまいまし

た。

この樹木を守ろうと、地元麻生

原区民や町の関係者の熱意と努力

により、見事復活を遂げ、昔のよ

うに、たくさんの花を咲かせるよ

うになりました。キンモクセイは

、ウスギモクセイという種類の黄

色い花で、毎年９月後半から10

月の半ばぐらいまで２回にわたり、

幹いっぱいに花を咲かせ、開花時

期にはその甘い香りは、対岸にま

で届くほどに満ち溢れています。

この時期には、たくさんの方々

が毎年おいでになっております。

開花時期に合わせて、毎年 10月

上旬ごろには麻生原地区の人たち

が交代で接待を行い、訪れた方々

にやすらぎの時間を過ごしてもら

うよう手作りの料理やお茶のおも

てなしをしています。

麻生原のキンモクセイは、地元

の麻生原地区はもとより甲佐町の

宝と言っても過言ではない、大切

な文化財であると思います。

甲佐町の文化財探訪　～第７２回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「国指定天然記念物 麻生原のキンモクセイ」 久米啓史 町文化財保護委員（麻生原区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（７月分）

※単位・㌔ 

▶
毎
年
９
月
後
半
か
ら
花
を
咲
か

　

せ
る
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
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ｒ
募
集

「
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

　

甲
佐
町
商
工
会
で
は
、
10
月
１

日
（
火
）
か
ら
販
売
す
る
「
甲
佐

町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
利

用
で
き
る
取
扱
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
１
次
締
め
切
り

　

９
月
17
日
（
火
）

※
１
次
締
め
切
り
後
も
取
扱
店
の

　

募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件

　

甲
佐
町
内
に
店
舗
、
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
事
業
者

▼
申
し
込
み
方
法

　

甲
佐
町
商
工
会
窓
口
に
て
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
印
か
ん
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
希
望
さ
れ
る
事
業
所
に
は
、
申

　

込
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
申

　

し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
甲

　

佐
町
商
工
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ

　

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

ｅ９
月
23
日
（
月
）
嘉
島
町
で

「
緑
川
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

で
は
、
緑
川
流
域
の
皆
さ
ん
の
防

災
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て
、
流

域
復
興
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
緑
川

フ
ェ
ス
タ
〜
緑
川
あ
そ
ぼ
う
さ
い

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

緑
川
流
域
の
首
長
、
行
政
と
住

民
の
皆
さ
ん
が
流
域
の
課
題
や
将

来
像
に
つ
い
て
考
え
る
「
緑
川
流

域
サ
ミ
ッ
ト
」
や
防
災
体
験
と
し

て
「
降
雨
体
験
機
」
に
よ
る
豪
雨

体
験
、「
災
害
防
災
車
両
展
示
」

な
ど
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

甲佐蚤の市を開催します
Event

■開催日　10 月６日（日）　午前 10 時～午後４時

■会　場　甲佐町商店街一帯

■駐車場　甲佐小学校グラウンド、甲佐町役場

■お問い合わせ先
　　　　　甲佐蚤の市実行委員会
　　　　　　 096-234-0272　　 http://cosanominoichi.wixsite.com/cosa

　今回で７回目となる甲佐蚤の市。
10 月の第１日曜に行われるこのイ
ベントには、町商店街に町内外から
出店される店舗に、手作り雑貨やア

ンティーク家具などのさまざまな物
品が並びます。
　あなただけのお宝を探しに甲佐の
秋の催しへ、ぜひお越しください。

TEL URL

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

●スポンジテニス＆

　　　　　　バドミントン

　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキングスクール

　

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL

Monthly Information
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▼
開
催
日
時

　

９
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

▼
会
場

　

嘉
島
町
・
高
田
み
ん
な
の
広
場

公
園

▼
そ
の
他

　

緑
川
流
域
会
議
（
緑
川
流
域
の

自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
住
民
団

体
、
国
土
交
通
省
）
に
よ
る
流
域

イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

緑
川
流
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団

体
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

緑
川
流
域
の
グ
ル
メ
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。
入
場
・
観
覧
無
料
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
２
‐
１
１
１
１

お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会
を

開

催

し

ま

す

　

借
金
問
題
な
ど
多
重
債
務
で
お

悩
み
の
方
の
た
め
の
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
消
費
生
活
相
談

員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
が

お
話
を
伺
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
事
業
者
向
け
の
相
談
や

臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

９
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
40
分

▼
会
場

　

熊
本
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー

ム
夢
ホ
ー
ル
・
会
議
室

▼
受
付
時
間

　

午
後
12
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

熊
本
県
障
が
い
者
雇
用

促
進
大
会
を
開
催
し
ま
す

　

９
月
は
「
障
害
者
雇
用
支
援
月

間
」
で
す
。
熊
本
県
障
が
い
者
雇

用
促
進
大
会
で
は
障
が
い
者
の
就

労
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
表
彰
式

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

９
月
19
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分

▼
会
場

　

県
庁
地
下
大
会
議
室

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
労
働
雇
用
創
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
４
２

９
月
14
日
（
土
）
町
営
バ
ス
を

無

料

運

行

し

ま

す

　
「
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
」
が

「
熊
本
桜
町
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
に
あ
わ

せ
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

等
を
目
的
に
「
熊
本
県
内
バ
ス
・

電
車
無
料
の
日
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
県
内
路
線
バ
ス
の

ほ
か
、
甲
佐
町
で
は
町
営
バ
ス
が

無
料
運
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

対
象
路
線
な
ど
は
、
九
州
産
交

バ
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

産
交
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
５
‐
０
１
０
０

ｃ
９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
、
防
犯
や
交
通
に
関

す
る
こ
と
、
暴
力
団
な
ど
に
関
す

る
こ
と
、
子
ど
も
の
非
行
や
家
庭

内
暴
力
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ト
ー

カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
こ
と
、
事

件
や
事
故
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
々

の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
２
‐
１
１
１
０

Monthly Information

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～９月～
 Event

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

８
月
の
あ
ゆ
ま
つ
り
協
賛
「
街

　

角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
作
品
展
示

▶期　間　９月７日（土）～９月 30 日（月）

▶展　示　町内小中学生が作成した環境啓発作品
　　　　　（故郷をテーマにした絵画、俳句、写真）

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・木村　裕也様　大阪府

・井芹　大輔様　大分県

・富松　和典様　神奈川県

　　　　　　　　　　　ほか

▶
円

　　　　　　（７月31日現在）

「西寒野のかけ干し米」こうさんもん No.11

　　▶
TEL

▶

「ニラのおやき」こうさんもん No.12

　　▶
TEL
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８月２日（金）町生涯学習センターで開催された「ハローＢａｂｙ！」に参加した甲佐中生徒と「ピカピカ１歳教室」に参加した皆さん

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

つ
つ
ま
し
き
生
活
な
れ
ど
快
適
に
年
金
暮
ら
し
楽

し
み
て
お
り 

内
田
乃
武
子

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
い
て
や
れ
や
れ
と
思
え
ば

直
ぐ
に
真
夏
の
日
差
し 

上
村
や
す
美

見
上
げ
れ
ば
梅
雨
明
け
の
空
青
々
と
果
て
な
く
続

く
真
夏
と
な
れ
り 

吉
永
由
紀
子

そ
よ
風
に
揺
れ
て
緑
の
若
葉
萌
ゆ
八
十
路
の
夏
を

悠
々
と
往
く 

白
梅　

武
人

夏
祭
り
の
次
々
上
が
る
花
火
見
て
暑
さ
ス
ト
レ
ス

し
ば
し
忘
る
る 

緒
方　

明
美

孫
た
ち
の
祝
い
の
メ
ー
ル
操
作
で
き
ず
隣
家
に
走

り
笑
顔
で
会
話 

赤
星　

文
子

身
の
丈
を
遥
か
に
越
え
し
向
日
葵
の
生
命
力
は
衰

え
も
せ
ず 

池
田
キ
ヨ
子

見
上
ぐ
れ
ば
空
い
っ
ぱ
い
の
鰯
雲
秋
は
空
か
ら

や
っ
て
来
る
ら
し 

塚
原　

暁
益

ハ
イ
ヤ
節
踊
る
手
足
の
生
き
生
き
と
輝
く
海
を
背

景
と
し
て 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
果
物
」

大
好
き
な
果
物
だ
け
ど
ほ
ど
ほ
ど
に 

日
隈　

俊
郎

は
だ
か
の
児
西
瓜
を
切
る
と
か
し
こ
ま
る 

川
村　

文
子

　
「
期
待
」

こ
の
ド
ラ
マ
期
待
ど
う
り
で
満
足
し 

林　
　

雅
之

裏
切
っ
て
欲
し
い
期
待
も
少
し
あ
る 

清
川
み
ど
り

老
い
て
な
お
期
待
の
夢
を
膨
ら
ま
す 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

や
り
ば
な
し　

道
は
水
路
に
早
変
わ
り 

広
田
み
ど
り

や
り
ば
な
し　

煙
の
揺
れ
て
肺
悲
鳴 

下
山　

千
恵

や
り
ば
な
し　

せ
っ
か
く
建
て
た
家
な
の
に 

志
垣　
　

光

や
り
ば
な
し　

家
計
の
こ
と
は
考
え
ず 

佐
藤　
　

葵

や
り
ば
な
し　

そ
ぎ
ゃ
ん
一
度
に
買
い
な
す
な 

平
井
や
よ
い

や
り
ば
な
し　

ト
ラ
ン
プ
の
顎

あ
ご

止
め
き
ら
ん 

長
原　

産
賀

や
り
ば
な
し　

手
作
業
だ
け
じ
ゃ
片
づ
か
ん 

佐
野　
　

京

や
り
ば
な
し　

大
風
呂
敷
の
突つ

っ
ぽ
ぐ穿

る 

光
永　
　

六

や
り
ば
な
し　

飲
む
打
つ
買
う
は
お
て
の
も
ん 

井
元
あ
ざ
み

や
り
ば
な
し　

独
演
会
じ
ゃ
な
か
ろ
う
て 

日
高　

美
里

や
り
ば
な
し　

流
し
に
茶
碗
溜
っ
と
る 

上
田　

梅
清

や
り
ば
な
し　

言ゆ

う

き

ゃ

な

甲
斐
無
し
で
は
日
本
一 

日
隈　

元
良

や
り
ば
な
し　

随
兵
馬
は
む
げ
え
事
ッ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

葉
月 

〜
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い
く
つ
か
の
台
風
が
通
り
過
ぎ
、

降
り
続
く
長
雨
に
秋
の
気
配
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
中
学
校

で
も
二
学
期
が
は
じ
ま
り
、
夏
の
終

わ
り
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
こ
の
夏
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
。

　

７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
甲
佐
の

夏
の
風
物
詩
「
あ
ゆ
ま
つ
り
」。
私

は
、
ま
つ
り
の
に
ぎ
わ
い
を
カ
メ
ラ

に
収
め
る
べ
く
、
朝
か
ら
会
場
を
歩

き
回
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
暑
い
夏
の
1
日
に

会
場
で
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
の
笑
顔

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
真
夏
の
太

陽
が
照
り
つ
け
る
中
み
こ
し
を
担
ぐ

子
ど
も
た
ち
は
、
威
勢
の
良
い
掛
け

声
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
、
そ
の
姿
に
元
気
を
も

ら
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
元
気
を
も

ら
っ
て
、
も
う
し
ば
ら
く
続
く
残
暑

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。　
　
（
と
）

ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名       性別    保護者

芝　原　井芹　　蘭
らん

　女　若　狭

田　口　舛永　士
し き

毅　男　　諒

芝　原　西山　翔
と あ

葵　男　　徹

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,037 ７

女 5,564 １

計 10,601 ８

世帯数 4,289 ５

令和元年７月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名     年齢   世帯主

大　町　大村　誠一　58　いづみ

糸　田　緒方　聖次　80　勝　江
西寒野　坂井　光雄　90　光　雄

有　安　緒方　敏光　91　敏　光

西寒野　藤本ケイ子　85　ケイ子

早　川　畑田　悦子　68　武　俊

麻生原　本田　幸江　89　光　秀

下横田　亀沢　龍矢　61　広　子

岩　下　皆本ナミ子　102　ナミ子

大　町　田上　政江　88　政　江

西寒野　松永トミ子　94　トミ子

７月11日（木）～８月10日（土）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

作り方

①ハムは、1.5㌢幅に切ります

②熱湯をかけて油抜きをした厚

揚げを1.5㌢の厚さに切りま

す。

③チンゲン菜は葉元と葉先に切

り分け、食べやすいよう切り

そろえます。

④ネギは斜め切り、ニンニクは

千切りにします。

⑤みそ、赤酒、しょうゆを混ぜ

ておきます。

⑥大きめのフライパンに油少量

を熱してチンゲン菜の葉元を

炒め、水を少し振ります。全

体に火が通ってきたら①と②

と④を加えて炒め合わせ、最

後に残りの葉先を加えて炒め

上げます。

⑦⑥に⑤を混ぜ合わせます。仕

上げに、ゴマ油を入れ香りを

つけたら出来上がりです。

厚揚げとチンゲン菜のみそ炒め

ご存知ですか？

材　料（４人分）

厚揚げ ……………………… ２枚
チンゲン菜 ………………… ２株
ハム ………………………… 100㌘
ネギ ………………………… １本
ニンニク …………………… ２片
みそ …………………… 大さじ１
赤酒 …………………… 大さじ１
しょうゆ ……………… 大さじ２
ごま油 ………………… 小さじ２
サラダ油 …………………… 適宜

　　チンゲン菜の旬は春と秋と

言われていますが、秋のほうが

グンと味が良いと言うことをご

存知ですか ?

　チンゲン菜は炒めたりゆでた

りするのが一般的な調理方法で

すが、生でも食べられる野菜で

す。生には抵抗があるという方

は、サッと湯通しして和え物に

すると食べやすくなりますよ。

　チンゲン菜にはビタミン A、

B1、B2、C が含まれます。こ

れらは、免疫力の向上、動脈硬

化の予防や便秘の解消、 虚弱体

質の改善などの効果があります。

　旬の野菜をたくさん食べて健

康になりましょう。

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　大津町　髙松　秀樹

　　妻　豊　内　池田　瑞紀

　　夫　豊　内　熊田　真也

　　妻　御船町　西梅　彰容

　　夫　熊本市　新立邦比古

　　妻　中横田　本田　千恵

●お詫びと訂正について

　８月号の６ページ「スポーツ功労

者表彰」田中竜太郎さんの行政区に

誤りがありました。お詫びして訂正

いたします。

　（誤）（船津区）

　（正）（津志田区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

［

Public Relations KOSA
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こうさ広 報

ながの しずお / 町交通安全

協会会長。交通指導員として、

地域の交通安全を見守り続け

て約40年。平成30年４月か

ら町交通安全協会会長に就任。

長野 静雄さん
Nagano Sizuo

〔府領区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　
「
交
通
安
全
の
啓
発
は
地
道
な

活
動
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
甲
佐
町
の
交

通
事
故
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
、
甲
佐
町
交
通

安
全
協
会
会
長
を
務
め
る
長
野
静

雄
さ
ん
（
府
領
区
）。

　

町
交
通
安
全
協
会
は
、
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
交
通
マ
ナ
ー
や

交
通
ル
ー
ル
の
普
及
啓
発
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、

街
頭
交
通
指
導
や
小
中
学
生
・
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教

室
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

長
野
さ
ん
は
昭
和
55
年
か
ら
街

頭
で
の
交
通
指
導
な
ど
に
当
た
っ

て
お
り
、
長
い
間
、
地
域
の
交
通

安
全
を
見
守
っ
て
き
た
。

　
「
息
子
が
小
学
校
入
学
を
控
え

て
い
た
こ
ろ
に
、
子
ど
も
た
ち
が

登
下
校
中
に
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
交
通

指
導
員
に
勧
誘
さ
れ
た
の
が
活
動

の
始
ま
り
で
す
」
と
町
の
交
通
安

全
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
を
話
す
長
野
さ
ん
。

　
「
朝
、
交
通
指
導
に
立
っ
て
い

る
と
、
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
が

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

あ
い
さ
つ
は
、
気
持
ち
が
い
い
で

す
ね
。
活
気
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
、
私
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
40
年
近
く
街
頭
で
の
交

通
指
導
な
ど
を
続
け
て
き
た
秘
訣

を
打
ち
明
け
る
。

　

９
月
21
日
（
土
）
〜
30
日

（
月
）
に
は
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
交
通
事
故
防
止

活
動
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
。
期
間
中
は
毎
日
、
朝
の
街
頭

交
通
指
導
を
行
う
長
野
さ
ん
は
、

「
朝
の
通
勤
通
学
の
時
間
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
い
る
車
や

バ
イ
ク
が
見
受
け
ら
れ
、
交
通
事

故
に
つ
な
が
ら
な
い
か
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
、
加
害

者
や
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の

家
族
に
も
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
急
い
で
い
る
時
こ

そ
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
」
と
柔
ら
か
な
眼
差
し

で
本
町
の
交
通
安
全
を
こ
れ
か
ら

も
呼
び
掛
け
続
け
る
。

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

見
守
り
続
け
た
約
40
年


